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形態ではピッチ角 18度以上で，Nose-Cでは 13度以上で風見不安定となる． 
(3) 全体的にロールダンピングがあるが，ピッチ角が大きいほどロールダンピングが弱くなる傾
向がある．ロールダンピングのノーズ長に対する依存性は小さい． 





















図３ 𝐶𝑙𝑝 vs 𝜃 図４ 𝐶𝑛𝑝 vs 𝜃 
 
 
図５ 𝐶𝑚𝑞 vs ?̂? 図６ 𝐶𝑛𝑟 vs ?̂? 
  
図７ 𝐶𝑚𝑞 vs ?̂?，脚の有無 図８ 𝐶𝑛𝑟 vs ?̂?，脚の有無 
 
